
学校番号 3009 

令和５年度 工業科（電気系） 

 

教科 
工業科 
(電気系) 

科目 
電子制御実習 

（電子） 
単位数 ４単位 年次 ３年次 

使用教科書 電気実習Ⅲ（本校編集） 

副教材等  

1 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

２学年で学んだ基本的な電子回路を元に、電気技術者に必要となる発展的な電子・通信回路利用技

術を習得します。 

 

2 学習の到達目標 

・電気技術者に必要となる発展的な電子回路についての知識、利用技術を習得する。 

・電気技術者として社会に巣立つに際し、電子技術という観点から広い視野に立って物事を科学的 

に判断できる能力と態度を育てる。 

 

3 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c.技能 d.知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

各種電子回路に関す

る課題について関心

をもち、その改善・向

上をめざして主体的

に取り組もうとする

とともに、実践的な態

度を身に付けている。 

各種電子回路に関す

る課題の解決をめざ

して思考を深め、基礎

的・基本的な知識と技

術を基に、技術者とし

て適切に判断し、表現

する創造的な能力を

身に付けている。 

各種電子回路に関す

る基礎的・基本的な

技術を身に付け、環

境に配慮し、選定・

保守点検作業を合理

的に計画し、その技

術を適切に活用して

いる。 

各種電子回路に関す

る基礎的・基本的な

知識を身に付け、現

代社会における電子

技術の意義や役割を

理解している。 

評
価
方
法 

取り組み状況の観察、 

レポート、 

発言等 

取り組み状況の観察、 

ノート、 

発言等 

取り組み状況の観察、 

レポートの完成度 

取り組み状況の観察、 

レポートの記述、 

発言等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 



4 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

パ
ー
ト
１ 

電
子
実
習 

      

（
メ
ー
ク
接
点
・
ブ
レ
ー
ク
接
点
と
ラ
ン
プ

制
御
） 

  

○ＯＰアンプ１ 

 （反転、非反転、位相発振、 

差動増幅回路） 

 

○ ○ ○ ○ ａ：各電子回路の動作原理、機

能や役割に関心をもって、意欲

的に取り組む態度を身に付け

ている 

ｂ：各電子回路の動作について

理解し、各種制御の仕組みが検

討できる 

ｃ：各電子回路を具体的に取り

上げ、動作や制御の仕組みにつ

いて理解し活用できる 

ｄ：各電子回路についての知識

と技術について、理解している 

実習に取り

組む姿勢・

態度。 

 

レポート提

出、内容が

適切に理解

されている

か。 

 

出欠状況な

ど。 

パ
ー
ト
２ 

電
子
実
習 

○ＯＰアンプ２ 

 （各種応用回路） 

○ ○ ○ ○ 
 

ａ：各電子回路の動作原理、機

能や役割に関心をもって、意欲

的に取り組む態度を身に付け

ている 

ｂ：各電子回路の動作について

理解し、各種制御の仕組みが検

討できる 

ｃ：各電子回路を具体的に取り

上げ、動作や制御の仕組みにつ

いて理解し活用できる 

ｄ：各電子回路についての知識

と技術について、理解している 

実習に取り

組む姿勢・

態度。 

 

レポート提

出、内容が

適切に理解

されている

か。 

 

出欠状況な

ど。 

パ
ー
ト
３ 

 

電
子
実
習 

 

 
○波形整形回路 

 （パルス波の扱いも含む） 

 

 

 

 

 

 

 

○ ○ ○ ○ ａ：各電子回路の動作原理、機

能や役割に関心をもって、意欲

的に取り組む態度を身に付け

ている 

ｂ：各電子回路の動作について

理解し、各種制御の仕組みが検

討できる 

ｃ：各電子回路を具体的に取り

上げ、動作や制御の仕組みにつ

いて理解し活用できる 

ｄ：各電子回路についての知識

と技術について、理解している 

実習に取り

組む姿勢・

態度。 

 

レポート提

出、内容が

適切に理解

されている

か。 

 

出欠状況な

ど。 

 

 

 

 

 



学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

パ
ー
ト
４ 

電
子
実
習 

○変調・復調回路 ○ ○ ○ ○ ａ：各電子回路の動作原理、機

能や役割に関心をもって、意欲

的に取り組む態度を身に付け

ている 

ｂ：各電子回路の動作について

理解し、各種制御の仕組みが検

討できる 

ｃ：各電子回路を具体的に取り

上げ、動作や制御の仕組みにつ

いて理解し活用できる 

ｄ：各電子回路についての知識

と技術について、理解している 

実習に取り

組む姿勢・

態度。 

 

レポート提

出、内容が

適切に理解

されている

か。 

 

出欠状況な

ど。 

パ
ー
ト
５ 

電
子
実
習 

○AD－DA 変換回路 ○ ○ ○ ○ ａ：各電子回路の動作原理、機

能や役割に関心をもって、意欲

的に取り組む態度を身に付け

ている 

ｂ：各電子回路の動作について

理解し、各種制御の仕組みが検

討できる 

ｃ：各電子回路を具体的に取り

上げ、動作や制御の仕組みにつ

いて理解し活用できる 

ｄ：各電子回路についての知識

と技術について、理解している 

実習に取り

組む姿勢・

態度。 

 

レポート提

出、内容が

適切に理解

されている

か。 

 

出欠状況な

ど。 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小

単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）につ

いて○を付けている。 

 


